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第５章 バイオマスエネルギー利用モデル 
 ～三重県のバイオマスエネルギー利用を推進する１０種類の基本モデル～ 

 
２０１０年度に向けて着実なバイオマスエネルギーの利用普及を図るためには、地域

における関係者がバイオマスをエネルギー資源として捉え、さまざまな課題の解決に向

け、地域が主体となって取り組んでいくことが重要です。 
このような取組を効率的に進めるには、先進事例や成功事例を参考とすることが最も

近道ですが、全国的にもバイオマスエネルギー事業の取組事例はそれほど多くなく、ま

た、バイオマスは地域に密着した資源であることから、他地域の成功事例が本県にも適

しているとは必ずしも言えません。 
このため、本章では、地域における取組の参考となるよう、第２章で分析した本県の

資源特性や地域特性に基づき、適切な創意工夫を加えた「バイオマスエネルギー利用モ

デルのイメージ」を提示することとしました。 
 
 
１ 地域特性に応じたバイオマスエネルギー利用モデルの考え方 
 
 モデルを設定するにあたり、利用するバイオマスの種類や収集範囲、施設規模の想定

については、バイオマス資源利用可能量に関する地域特性に沿ったエネルギー利用のコ

ンセプト（第２章参照）に基づきました。その結果、図表５－１に示す１０種類の基本

モデルを設定しました。 
また、基本モデルのシステムや事業スキームについては、各地域でエネルギー利用に

取り組む際、構想立案段階における参考となるよう、資源の流れや主体ごとの役割など

を県内外の先進事例を参考、あるいは可能性を勘案して例示したものです。 
 

 
【地域特性に沿ったバイオマスエネルギー利用のコンセプト（まとめ）】 
 
① 各地域の資源特性として、地域毎の利用可能資源種別は大きく変わらない。 

 ② 一方、利用可能量の大小に着目すると地域毎にある程度の特徴を見出すことがで
きる。 

 ③ 利用可能量の大小を比較すると中間的な規模はなく、大規模施設が立地可能な地
域と小規模施設の立地に限られる地域に明らかに分類できる。 

 ④ したがって、「資源量の大小」に応じて、利用可能資源種別毎に適切なバイオマ
スエネルギー利用基本モデルを設定することが、各地域特性に応じた利用形態を
明らかにする上では有効である。 
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○ 事業実施による期待効果 
（ⅰ）熱電源としての木質バイオマス利用による CO2発生の削減（環境保全） 
（ⅱ）焼却灰等の埋立量の削減（環境保全） 
（ⅲ）間伐の安定的実施による森林環境保全（環境保全） 
（ⅳ）林業経営安定化（地域振興） 
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○ 事業実施による期待効果 
（ⅰ）メタン発酵によるによる CO2発生の削減（環境保全） 
（ⅱ）焼却ごみの減量化（環境保全） 
（ⅲ）地域住民の環境意識の向上（環境保全） 
（ⅳ）耕種農家の経営安定化（地域振興） 
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（１０）大規模：動植物性残渣と木質バイオマスを利用する総合リサイクル施設モデル 
 
家庭系生ごみ、食品加工工場等の動植物性残渣、木質バイオマス資源がバランスよく

賦存する地域において、地域、事業者、行政が一体となって循環型社会形成を目指す上

での拠点となる総合的なリサイクル拠点施設を導入するモデルです。 
 
○ 本モデルの地域システムイメージ 
 
図表５－１１－１《総合リサイクル利用のシステム例》 
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 食品加工業者及び廃棄物処分業者の出資する特定目的会社（SPC）を設置し、PFI
方式で事業を実施します。 
木質系バイオマスはガス化、動植物性残渣はメタン発酵により得られたバイオガスは、

施設に隣接する熱電需要の大きい工場へのガス供給によってエネルギー利用を図りま

す。また、可能な限り林地残材を活用します。 
 木質バイオマスのガス化工程で発生する木酢液やメタン発酵での発酵残渣を利用し

た堆肥は、資源循環圏域の耕種農家を中心として広域的な供給を行います。また、農家

から発生する稲わら・籾殻、JA ライスセンター等で発生する籾殻を受け入れる一方、
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（参考）事業スキームの参考例の凡例 
 

 事業主体 

 アクター、資金 

 将来考えられるアクター、資金 

 金銭の流れ 

 将来考えられる金銭の流れ 

必要に応じて調達する金銭の流

れ 

 モノの流れ 

 地域通貨の流れ 

 

 




